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介
護
保
険
料
の

値
上
げ
は
中
止
を
！

濱
元
幸
一
郎 

議
員

地
方
創
生
に
つ
い
て

松
井
美
津
子 

議
員

道
路
行
政
に
つ
い
て

東

　孝
助 

議
員

小
中
学
校
の

分
離
・
新
設
を
急
げ
！

神
田

　公
司 

議
員

上
群
・
中
林
線
に
つ
い
て

新たに増設された教室（東小）

上群･中林線工事予定地

濱
元

　新
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
の
月
額

基
準
額
を
現
在
の
５
，
２
０
０
円
か
ら
５
，

４
０
０
円
へ
と
２
０
０
円
、
年
間
３
，
６

０
０
円
の
値
上
げ
と
な
る
。
こ
の
介
護
保

険
料
は
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
か
ら
み
て

も
高
す
ぎ
る
。
２
０
０
３
年
当
時
の
旧
西

合
志
町
・
合
志
町
の
介
護
保
険
料
は
そ
れ

ぞ
れ
３
，
７
０
０
円
、
３
，
６
０
０
円
だ

っ
た
の
で
、
今
回
の
改
正
で
約
１
．
５
倍

と
な
る
。
ど
こ
か
で
こ
の
値
上
が
り
に
歯

止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
は

現
在
の
介
護
保
険
料
の
負
担
は
適
正
な
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

　被
保
険
者
の
数
も
給

付
費
も
増
え
て
い
る
。
最
低
限
の
引
き
上

げ
だ
と
考
え
て
い
る
。
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

濱
元
　
値
上
げ
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
高
齢
者
の
負
担
能
力
は
限
界
で
あ

る
。
保
険
料
の
値
上
げ
を
中
止
し
、
一
般

会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
検
討

す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
い
ま
か
ら
で
も

遅
く
は
な
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
で
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
中
止
す
る
こ

と
を
求
め
る
。
実
際
に
引
き
上
げ
中
止
に

は
ど
れ
だ
け
の
予
算
が
必
要
な
の
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

　３
年
間
で
１
億
３
，

0
0
0
万
円
が
必
要
に
な
る
。

濱
元
　
介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
に
必
要

な
予
算
は
約
４
，
３
０
０
万
円
。
大
き
な

額
だ
が
、
合
志
市
に
は
予
算
は
あ
る
。
合

志
市
の
年
間
予
算
は
１
８
９
億
円
。
基
金

も
25
年
度
、
57
億
円
。
財
政
調
整
基
金
は

33
億
円
。
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

い
ま
こ
そ
こ
う
し
た
基
金
も
活
用
し
て
、

暮
ら
し
を
応
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　市
議
会
に
財
政
特
別
委
員
会
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
、
全
般
的
な
議
論
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
部
分
の
個
別
の

判
断
を
議
会
と
と
も
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

 　

松
井

　国
の
平
成
26
年
度
補
正
予
算
「
地

域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」
交
付
金
を

活
用
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
の

発
行
に
つ
い
て
。

商
工
振
興
課
長

　交
付
金
を
最
大
限
に
活

用
し
て
「
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
」
を
行

う
。
本
市
で
は
額
面
1
，
0
0
0
円
13
枚

つ
づ
り
の
商
品
券
を
１
万
円
で
購
入
で
き

る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
額
３
，
0
0
0
円
の
商

品
券
を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的

に
子
育
て
支
援
の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
販
売
も
行
う
。
未
就
学
児
の
い

る
世
帯
に
は
、
同
じ
商
品
券
を
７
，

0
0
0
円
で
購
入
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
額

６
，
0
0
0
円
の
商
品
券
を
発
行
す
る
予

定
で
あ
る
。
市
内
の
商
店
等
へ
の
利
用
を

促
し
、
地
元
消
費
の
拡
大
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

松
井
　
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
で
子

育
て
や
、
就
労
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
次
長

　「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
件
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
や
女
性
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
女
性
・
子
ど
も
支
援

室
」
と
い
う
形
で
交
付
金
の
申
請
を
行
う
。

松
井
　
認
知
症
対
策
「
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
」
の
設
置
に
つ
い
て
。

高
齢
者
支
援
課
長

　27
年
度
か
ら
準
備
を

進
め
、
整
い
次
第
チ
ー
ム
の
設
置
を
考
え

る
。

松
井
　
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
「
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
の
展
示
に
つ
い
て
。

人
権
啓
発
教
育
課
長

　市
に
あ
る
特
別
支

援
学
校
、
障
が
い
者
支
援
施
設
に
お
願
い

し
て
、
人
権
啓
発
の
視
点
か
ら
進
め
た
い
。

松
井
　
ま
ご
こ
ろ
溢
れ
る
身
障
者
用
駐
車

場
に
つ
い
て
。

財
政
課
長

　専
用
駐
車
場
へ
の
車
イ
ス
以

外
の
マ
ー
ク
設
置
に
つ
い
て
進
め
た
い
。

松
井
　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
文
化
会
館
の
ト
イ
レ

を
和
式
か
ら
洋
式
へ
。

生
涯
学
習
課
長

　利
用
さ
れ
る
方
の
必
要

に
応
じ
て
改
善
し
て
い
き
た
い
。

　

 　

東

　レ
タ
ー
バ
ス
等
の
停
留
所
を
西
合
志

庁
舎
側
直
線
コ
ー
ス
に
移
設
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長

　見
通
し
が
よ
く
安
全
性
を
考

え
移
設
を
考
え
て
お
り
、
現
在
、
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。

東
　
道
路
幅
が
狭
く
、
か
つ
交
通
量
が
多

い
後
川
辺
・
江
良
線
の
道
路
整
備
に
つ
い

て
。

建
設
課
長

　後
川
辺
区
よ
り
道
路
新
設
の

要
望
書
を
受
理
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

後
地
元
と
協
議
し
整
備
効
果
等
を
検
討
し

て
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東
　
住
民
か
ら
は
、
通
行
中
に
危
険
を
感

じ
て
い
る
と
相
談
を
受
け
て
い
る
。
で
き

る
だ
け
早
急
な
整
備
を
求
め
た
い
。

　
Ｊ
Ｔ
西
側
の
通
学
路
が
長
い
間
未
整
備

と
な
っ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
を
問
い
た

い
。

建
設
課
長

　平
成
14
年
に
整
備
し
た
路
線

で
、
一
部
未
買
収
が
あ
り
、
23
年
に
は
市

長
と
地
権
者
で
協
議
し
た
が
合
意
で
き
ず
、

交
渉
継
続
が
困
難
で
あ
り
、
交
渉
は
控
え

て
い
る
状
況
で
す
。
路
線
南
側
に
は
、
歩

道
を
設
け
通
学
路
と
し
て
の
機
能
は
果
た

し
て
い
る
。

東

　現
道
は
、
朝
夕
の
時
間
帯
に
通
勤
車

両
で
混
み
合
い
非
常
に
危
険
だ
。
今
後
も

用
地
交
渉
に
尽
力
し
て
欲
し
い
。

東

　上
群
・
中
林
線
の
用
地
買
収
状
況
と

完
成
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長

　用
地
買
収
の
状
況
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
着
手
し
、
昨
年
12
月
末
時
点

で
面
積
で
約
50
％
の
買
収
を
終
え
、
今
年

度
末
ま
で
に
は
約
60
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

27
年
度
に
着
工
し
、
早
期
完
成
を
目
指
す

方
針
だ
。

東

　１
日
も
早
い
竣
工
を
要
望
し
た
い
。

　
 　

神
田

　議
会
初
日
、
市
長
よ
り
「
合
併
特

例
債
」
の
発
行
期
限
が
平
成
32
年
度
ま
で

と
迫
る
中
、
「
学
校
の
新
設
及
び
学
校
給

食
施
設
の
建
設
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
旨
の
表
明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的

な
検
討
は
い
つ
始
め
る
の
か
。

市
長

　27
年
度
に
は
議
会
や
地
域
の
皆
様

と
丁
寧
に
し
っ
か
り
と
協
議
し
た
い
。

神
田
　
熊
本
県
の
「
く
ま
も
と
子
ど
も
・

子
育
て
プ
ラ
ン
」
で
は
量
（
幼
稚
園
・
保

育
園
）
の
見
込
み
は
、
27
年
度
合
志
市
は

菊
陽
町
と
ほ
ぼ
並
び
、
前
年
度
比
24
・
１

％
増
。
さ
ら
に
量
の
見
込
み
の
ピ
ー
ク
は

平
成
31
年
度
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
基
に
考
え
る
と
小
学
校
の
児
童
の
ピ
ー

ク
は
平
成
34
年
度
、
中
学
校
の
生
徒
の
ピ

ー
ク
は
平
成
37
年
度
。
教
育
委
員
会
は
今

後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
平
成
32
年
度
以
降
も
児

童
生
徒
数
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ
る
。
分

離
・
新
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
対
策
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

神
田
　
も
は
や
学
校
で
の
増
改
築
が
で
き

な
い
状
況
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

学
校
の
分
離
・
新
設
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

教
育
長

　デ
ー
タ
と
し
て
は
鬼
気
迫
る
も

の
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
が
、
市
長
の

表
明
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
綿
密
な
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
時
期
、
規
模

等
も
行
政
や
議
会
、
市
民
と
も
協
議
し
な

が
ら
早
急
に
検
討
し
た
い
。

神
田
　
教
育
委
員
会
と
し
て
こ
の
デ
ー
タ

を
基
に
具
体
的
に
来
年
度
か
ら
、
児
童
・

生
徒
の
ピ
ー
ク
を
設
定
し
、
市
長
部
局
と

検
討
す
る
の
か
。

教
育
部
長

　教
育
委
員
会
と
し
て
31
年
度

ま
で
の
増
改
築
を
進
め
て
い
る
が
、
27
年

度
以
降
は
人
口
増
の
状
況
を
的
確
に
把
握

し
な
が
ら
、
ピ
ー
ク
が
37
年
度
ま
で
上
が

る
の
で
あ
れ
ば
分
離
・
新
設
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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